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１．概要（Summary） 

集積型マイクロバイオセンサシステムの開発におけるフ

ォトリソグラフィーの一部を東北大学ナノテクプラットフォー

ム微細加工部門の装置を利用して行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

レーザ描画装置，芝浦スパッタ装置，ダイサ 

【実験方法】 

レーザ描画装置を用いて，フォトリソグラフィー用のクロ

ムフォトマスクを作製した。シバウラスパッタ装置では，予

めポジレジストでパターンを作製した基板に Ti/Pt や

Ti/Pd，Pdなどの金属をスパッタリングした。スパッタリング

後は研究室に持ち帰り，アセトンでリフトオフを行った．ま

た，シバウラスパッタ装置では有機溶媒に耐性のあるデバ

イス作製のためのガラススパッタを行った。ダイサは金属

パターン付の LSI ウェハをダイシングするために用いた． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

ナノテクプラットフォーム微細加工部門の装置を一部利

用して作製したセンサデバイスの例を Fig. 1に示す。ナノ

テクプラットフォーム微細加工部門の装置を利用すること

により，微細構造をもつ金属パターンを精密に作製するこ

とができ，集積型バイオセンシングデバイスの作製とそれ

を利用する高感度な電気化学計測の成功につながった。

さらに，スタッフからの助言により，金属パターン付の LSI

ウェハのダイシングには通常の LSI ウェハダイシング用の

NBC シリーズではなく，P1A シリーズのブレードを使う必

要があることが判明し，以降の試作の成功につながった． 

 

４．その他・特記事項（Others） 
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Fig. 1 An electrochemical sensor devise for cell 

apoptosis detection. 


